経営規模の拡大に対応した水稲栽培技術について
機関名：　　　　　　　　　　　　　


1 経営規模拡大の現状と課題
（例：（現状）県内経営面積・経営体数、経営体当たり面積・従事者数、経営規模別の経営体数・面積、年代別従事者数の推移、大規模経営体における農地の集積と圃場区画拡大状況等（農林業センサス2025結果等（農林業センサス2020結果からの変化も含め）を踏まえて各県での経営規模拡大の現状について情報共有できるようご紹介いただけましたらと思います）
（課題）一人当たり労力負担増、圃場分散、多筆圃場の管理、大区画化等の圃場整備、等


2 経営規模の拡大に対応した水稲栽培技術とその課題
（例：省力・作業分散技術（省力移植栽培技術（高密度播種・疎植等）、直播栽培技術、作期分散、品種選定、水田輪作での他作目との組み合わせによる作業平準化等）、スマート農業技術・営農管理システムを活用した水稲栽培技術等
（＊可能でしたら優良事例の紹介も）


3 経営規模の拡大に対応した水稲栽培技術に関連する研究取組み状況
（例：現地実証試験、○○プロジェクトへの参画、○○大学との連携等）


4 研究取組み状況で共有可能な具体的成果・データ




